
Ｉ
Ｓ
Ｏ
標
準
8
8
0
2
`
３

S
e
c
tio

n
2
5

（
1
0
0Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
`
Ｔ
Ｘ
）

端
末
設
備
の
送
出
電
圧
は
、

1
0
0Ω
の
負
荷
抵
抗
に
対
し
て

2•
1

Ｖ
（
Ｐ
`
Ｐ
）
以
下

Ｉ
Ｓ
Ｏ
標
準
8
8
0
2
`
３

S
e
c
tio

n
4
0

（
1
0
0
0Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
`
Ｔ
）

端
末
設
備
の
送
出
電
圧
は
、

1
0
0Ω
の
負
荷
抵
抗
に
対
し
て

6•
2

Ｖ
（
Ｐ
`
Ｐ
）
以
下

Ｔ
Ｔ
Ｃ
標
準

Ｊ
Ｔ
`
Ｉ
4
3
2
.
5（

2
5
M
b／

s）
端
末
設
備
の
送
出
電
圧
は
、

1
0
0Ω
の
負
荷
抵
抗
に
対
し
て

3•
4

Ｖ
（
Ｐ
`
Ｐ
）
以
下

Ｉ
Ｔ
Ｕ
`
Ｔ
勧
告

Ｇ
．
7
0
3（

4
5
M
b／

s）
連
続
す
る
１
の
パ
タ
ー
ン
の
信
号
を
３

k
H
zの
帯
域
幅
で
測
定

し
て
、
次
の
条
件
を
満
足
す
る
こ
と
。

2
2¶
3
6
8
k
H
z：
＋
5•
7
d
B
m
以
下

4
4¶
7
3
6
k
H
z：

2
2¶
3
6
8
k
H
zの
送
出
電
力
よ
り
2
0
d
B
以
下

負
荷
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
7
5Ω

Ｔ
Ｔ
Ｃ
標
準

Ｊ
Ｔ
`
Ｉ
4
3
0，
Ｊ
Ｔ
`
Ｉ
4
3
0ａ

端
末
設
備
の
送
出
電
圧
は
、

5
0Ω
の
負
荷
抵
抗
に
対
し
て

0•
8
6
2
5Ｖ
（
０
`
Ｐ
）
以
下
、

4
0
0Ω
の
負
荷
抵
抗
に
対
し
て

2•
0
2
5Ｖ
（
０
`
Ｐ
）
以
下

Ｔ
Ｔ
Ｃ
標
準

Ｊ
Ｔ
`
Ｉ
4
3
1，
Ｊ
Ｔ
`
Ｉ
4
3
1ａ

端
末
設
備
の
送
出
電
圧
は
、

1
0
0Ω
の
負
荷
抵
抗
に
対
し
て

4•
3
2Ｖ
（
０
`
Ｐ
）
以
下

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
電
話
端
末
、
又
は
自
営
電
気
通
信
設
備
で
あ
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル

電
話
用
設
備
に
接
続
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
発
信
す
る
機
能
を
有
し
な
い
も
の
は
、
端
末
設
備
等
規
則
（
以
下
「
規
則
」

と
い
う
。）の
規
定
の
う
ち
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
条
件
に
よ
る
も
の

と
す
る
。

規
則
第
三
十
二
条
の
六

上
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
適
用
し
な
い
。

総
合
デ
ジ
タ
ル
通
信
端
末
、
又
は
自
営
電
気
通
信
設
備
で
あ
っ
て
、
総
合
デ
ジ
タ
ル
通
信
用
設
備
に
接
続
さ
れ
る
も

の
の
う
ち
発
信
す
る
機
能
を
有
し
な
い
も
の
は
、
端
末
設
備
等
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）の
規
定
の
う
ち
次
の

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
条
件
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

規
則
第
三
十
四
条
の
四

上
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
適
用
し
な
い
。

]
測
定
回
路
ブ
ロ
ッ
ク
図
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

被
検
機
器
Ａ

（
子
機
）

被
検
機
器
Ｂ

（
子
機
）

測
定
用
結
合
回
路

プ
ロ
ト
コ
ル

モ
ニ
タ

被
検
機
器
Ｃ

（
親
機
）

電
波
暗
室

平成™š年š月™™日 火曜日 (号外第œ�号)官 報

^
測
定
手
順
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

ア
識
別
符
号
の
符
号
長
の
確
認

Ê
被
検
機
器
Ａ
（
子
機
）
と
被
検
機
器
Ｃ
（
親
機
）
と
の
間
で
通
信
路
を
設
定
で
き
る
よ
う
に
、
識

別
符
号
を
登
録
す
る
。

Ë
被
検
機
器
Ａ
（
子
機
）
と
被
検
機
器
Ｃ
（
親
機
）
と
の
間
で
通
信
路
を
設
定
し
、
接
続
す
る
。

Ì
そ
の
接
続
状
態
を
プ
ロ
ト
コ
ル
モ
ニ
タ
で
確
認
す
る
。

イ
通
信
路
設
定
の
た
め
の
識
別
符
号
照
合

Ê
識
別
符
号
が
異
な
る
被
検
機
器
（
子
機
）
の
う
ち
１
台
の
み
と
被
検
機
器
Ｃ
（
親
機
）
と
の
間
で

通
信
路
を
設
定
で
き
る
よ
う
に
、
識
別
符
号
を
登
録
す
る
。

Ë
識
別
符
号
を
登
録
し
た
被
検
機
器
（
子
機
）
と
被
検
機
器
（
親
機
）
と
の
間
で
通
信
路
を
設
定
で

き
る
こ
と
、
及
び
登
録
し
て
い
な
い
被
検
機
器
（
子
機
）
と
被
検
機
器
（
親
機
）
と
の
間
で
通
信
路

を
設
定
で
き
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

Ì
被
検
機
器
（
子
機
）
と
被
検
機
器
（
親
機
）
の
す
べ
て
の
組
合
せ
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

_
空
き
チ
ャ
ネ
ル
判
定

\
測
定
用
機
器
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

ア
測
定
用
結
合
回
路

イ
方
向
性
結
合
器

ウ
可
変
減
衰
器

エ
標
準
信
号
発
生
器

オ
ス
ペ
ク
ト
ル
分
析
器

カ
パ
ワ
ー
メ
ー
タ

〇
総
務
省
告
示
第
八
十
八
号

端
末
設
備
等
規
則
（
昭
和
六
十
年
郵
政
省
令
第
三
十
一
号
）第
三
十
二
条
の
九
及
び
第
三
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

同
規
則
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が
著
し
く
不
合
理
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
電
話
端
末
、
又
は
自
営
電
気
通
信
設

備
で
あ
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
電
話
用
設
備
に
接
続
さ
れ
る
も
の
及
び
別
に
告
示
す
る
条
件
を
次
の
よ

う
に
定
め
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
二
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

〇
総
務
省
告
示
第
八
十
九
号

端
末
設
備
等
規
則
（
昭
和
六
十
年
郵
政
省
令
第
三
十
一
号
）第
三
十
四
条
の
七
及
び
第
三
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

同
規
則
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が
著
し
く
不
合
理
な
総
合
デ
ジ
タ
ル
通
信
端
末
、
又
は
自
営
電
気
通
信
設
備
で
あ
っ
て
、

総
合
デ
ジ
タ
ル
通
信
用
設
備
に
接
続
さ
れ
る
も
の
及
び
別
に
告
示
す
る
条
件
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
三
年
四

月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
二
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

〇
総
務
省
告
示
第
九
十
号

端
末
機
器
の
技
術
基
準
適
合
認
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
六
年
総
務
省
令
第
十
五
号
）
別
表
第
一
号
二
の
規
定

に
基
づ
き
、
平
成
十
六
年
総
務
省
告
示
第
九
十
九
号
（
端
末
機
器
の
技
術
基
準
適
合
認
定
等
に
関
す
る
試
験
方
法
を
定

め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
二
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

第
十
中
「
別
表
第
九
号
」
を
「
別
表
第
十
号
」
に
改
め
、
第
十
を
第
十
一
と
し
、
第
九
中
「
別
表
第
八
号
」
を
「
別

表
第
九
号
」
に
改
め
、
第
九
を
第
十
と
し
、
第
八
中
「
別
表
第
七
号
」
を
「
別
表
第
八
号
」
に
改
め
、
第
八
を
第
九
と

し
、
第
七
中
「
別
表
第
六
号
」
を
「
別
表
第
七
号
」
に
改
め
、
第
七
を
第
八
と
し
、
第
六
中
「
別
表
第
五
号
」
を
「
別

表
第
六
号
」
に
改
め
、
第
六
を
第
七
と
し
、
第
五
中
「
別
表
第
四
号
」
を
「
別
表
第
五
号
」
に
改
め
、
第
五
を
第
六
と

し
、
第
四
中
「
デ
ジ
タ
ル
端
末
」
を
「
専
用
通
信
回
線
設
備
等
端
末
」
に
、「
別
表
第
三
号
」
を
「
別
表
第
四
号
」
に

改
め
、
第
四
を
第
五
と
し
、
第
三
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
四

同
軸
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
電
話
端
末
の
試
験
方
法
は
、
別
表
第
三
号
の
と
お
り

と
す
る
。

別
表
第
一
号
第
四
項
１
中
「デ

ジ
タ
ル
コ
ー
ド
レ
ス
電
話

」
を
「時

分
割
多
元
接
続
方
式
狭
帯
域
デ
ジ
タ
ル
コ
ー
ド

レ
ス
電
話

」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
１
及
び
２
以
外
の
端
末
設
備

^
識
別
符
号
の
符
号
長

\
測
定
用
機
器
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

ア
プ
ロ
ト
コ
ル
モ
ニ
タ

イ
測
定
用
結
合
回
路

ウ
電
波
暗
室
（
電
波
法
に
規
定
す
る
機
器
の
証
明
を
受
け
て
い
な
い
機
器
で
空
中
線
結
合
を
使
用
す
る

場
合
に
限
る
。）

˜—


		2011-03-21T14:37:27+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




